
阪南市は、人口約５万９千人で、高齢化率１９.１％、

少子化率１４.６％の大阪南部に位置するベッドタウン

です。平成２７年には、生産年齢人口の３人で老年人

口１人を支えるという、超高齢化社会になることが

推計されています。（「国立社会保障・人口問題研究

所」推計による）

本市は、財政困難な状況の中にあって、「財政再建

実施計画」を策定し、「行財政改革」を実施していま

す。そして今後、人口減少や少子高齢化、一人暮ら

し高齢者の増加等の急激な社会状況の変化に対応す

る施策を進める必要があります。また、「市民参画市

政」の推進を市政の経営方針に掲げ、「団塊の世代」

をはじめ多くの市民の参画による「安全・安心のま

ちづくり」を進めようとしており、これから高齢期

を迎える「団塊の世代」がどのように「まちづくり」

に参画するのか、また、どのようなライフスタイル

を確立するのかが重要です。

そして、平成１２年には、行政の「地域福祉計画」

と社会福祉協議会の「地域福祉活動計画」の策定作

業をともに行い、公民協働による「阪南市地域福祉

推進計画（以下「地域福祉推進計画」という。）」を

策定しました。この計画の策定をきっかけに、校区

福祉委員会活動が全１２小学校区で活発に行われ、Ｎ

ＰＯ等による地域活動も活発化しました。また平成

１８年８月には、「阪南市地域福祉推進連絡協議会」を

設置して、「地域福祉推進計画」を公民協働により、

定期的に見直し・点検を行っています。

本市では、「団塊の世代」の「まちづくり」の参画

を「地域福祉推進計画」に位置づけ、「団塊の世代」

を中心とする世代が家族や地域との関係を見直し、

これまで職場などで培われた豊かな知識や経験、技

術を活かし、地域活動に参画し、地域課題を解決す

る力に換え、市民の手による「まちづくり」が広が

る活動を経営するしくみづくり（地域福祉経営）を

公民で行ってまいりたいと考えています。

このように、本市においては、「団塊の世代」をは

じめとする住民主体の「まちづくり」を支援するこ

とに役立てるため、全国で初めて、５５歳から６４歳

（平成１９年１月１日現在）までの全市民を対象とした

意識調査を実施しました。

背　景

2 自治大阪 ／ 2007 － 8

ってます！ ま ち づ く り  

「団塊の世代まちづくり参画推進事業」
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阪南市地域福祉推進計画見直し作業の様子

 自治大阪2007.08月号  07.8.24 11:54 AM  ページ 2



（１）調査対象者　　５５歳から６４歳までの全市民

９,９９６人

（２）調査方法　　　調査票の配付・回収は郵送によ

り実施

（３）調査時期　　　平成１９年２月１５日（木）から

２月２８日（水）まで

（４）調査回答者数　４,３１７人（内訳：女性２,３３２人・

男性１,９５７人・不明２８人）

（５）回答率　　　　４３.２％

（１）居住地域・定住希望など

（２）職種・収入など

（３）家事の有無、余暇などに費やす時間など

（４）健康について、介護予防の考え方など

（５）近所との付き合いや地域活動への参加意向など

（６）得意なことや趣味や特技を活かして参加したい

活動など

（７）福祉やまちづくりについての考え方など

（１）回答者の属性について

回答者の性別は、女性が５４.０％（２,３３２人）、男性

が４５.３％（１,９５７人）となっています。回答者の年

齢層については、６０歳未満が５０.１％（２,１６４人）、６０

歳以上が４８.８％（２,１０７人）です。

（２）家庭・地域での暮らしについて

①「近所との関わりについて」

近所付き合いの程度について、「顔を合わせたとき

に挨拶をする」と回答した人が、１,９６６人（４５.５％）

と最も多く、その一方で、「困りごとなどを相談し

あう」と答えた人は、１４３人（３.３％）にとどまっ

ています。

主な調査結果と分析

主な調査内容

調査概要
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性別・年齢層別の近所付き合いの程度

阪南市保健福祉部市民福祉課（問い合わせ：０７２－４７１－５６７８）
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（３）地域福祉推進力について

①得意なことについて

「ガーデニング、家庭菜園など」が８１６件（１８.９％）

と最も高くなっており、次いで「車の運転、船舶

の操縦など」が６９９件（１６.２％）、「スポーツ、運

動など」が６０１件（１３.９％）と続いています。そ

の他にも「手芸・編物・和裁・洋裁」を挙げた人

が約３０人、少数意見としては「ＩＳＯ品質管理」、

「機械加工」、「人形作り」などもあり、「団塊の世

代」の方々が多様な技術や能力を持っていること

がわかりました。

②生きがいづくりや地域貢献のための活動について

自分の趣味や特技を活かしてどのような活動に

参加したいか、また、生きがいづくりや地域貢献

のためにどのような活動に参加したいかについて、

意向を調査しました。例えば、「自然環境保護に関

する活動に参加する」では２１３人（６.６％）の人

が、「子どもの見守り活動に参加する」では２０４人

（６.４％）の人が、「今すぐにでもしたい」と回答し

ています。「今すぐにでもしたい」との回答は、地

域課題のテーマを決めて働きかければ、今すぐに

でも地域活動の「新たな担い手」として期待でき

ます。

また、身近な地域活動単位（小学校区）別に

「今すぐしたい活動」について分析すると、自分の

経験・能力を活かして、地域に貢献したいと考え

ている人材が地域に潜在していることが分かりま

す。

今回の調査は、「団塊の世代」を対象とした全数調

査という貴重な機会をもち、４,３１７人の市民から、

阪南市の「まちづくり」への参画の意向や生活意向

今後の展開について
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等について聴き取ることができました。

この調査から、「団塊の世代」は、近所との付き合

いが希薄な傾向が見られる一方で「自分の経験や能

力を活かして、生きがい活動や地域活動に参加した

い」という強い意向をもっていることが分かりまし

た。

また地域別に分析を行うことで、『「団塊の世代」

が「まちづくり」に参画すれば、こんな「まちづく

り」ができる！』と想像できる結果となりました。

この調査結果を踏まえ、市民・地域活動団体と学

びながら、福祉施策だけでなく、さまざまな施策と

協働し、「団塊の世代」が「まちづくり」に参画する

きっかけづくりを行っていきます。

そして、「団塊の世代」の参画による「まちづく

り」を地域福祉の大きな推進力と受け止め、「地域福

祉推進計画」に基づく住民主体の「まちづくり」を、

公民協働で進めてまいります。

阪南市地域福祉推進計画および阪南市団塊の世代

意識調査報告書は本市ホームページｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｃｉｔｙ.

ｈａｎｎａｎ.ｏｓａｋａ.ｊｐ/からご覧になれます。
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